


はじめに 

 ハイ・リスク新生児に対する医療は NICU を中心とした地域化によって効果をあげてきた。

そして地域の新生児死亡率、乳児死亡率の減少として表われてきている。地域化には医療

担当者のみならず、さまざまの人が地域特性に応じて地域の条件を 1つひとつ実現にむけ

てつみかさねてゆく必要がある。 

 しかし、地域化ができあがった後においても努力と評価を重ねてゆかなければならない。

そのため、問題点を掘り起し現状認識を新らたにしてゆくことは大切であろうと思う。 

 本研究班においては 3 年間を通じてこうした面の努力をしてきた。3 年を終えるにあた

り、全国的な地域化の現状の調査と、地域化と共に新生児搬送の重要性から新生児専用救

急車についての調査を共同研究として行った。 


